The Cult of Zhuzi 朱子 Expressed in Helin yulu 『鶴林玉露』 by 後藤 淳一
序
南
宋
、
羅
大
經
の
撰
に
係
る
『
鶴
林
玉
露
』
は
、
數
多
さ
れ
た
宋
代
筆
記
の
中
で
も
少
々
特
な
も
の
と
言
え
る
。
『
四
庫
書
總
目
提
』
は
『
鶴
林
玉
露
』
を
し
て
の
よ
う
に
言
う
。
鶴
林
玉
露
十
六
卷
、
兩
江
總
督
	

本
、
宋
の
羅
大
經
の
撰
。
大
經
字 あざ
なは
景
綸
、
廬
陵
の
人
。
事
蹟
考
ふ
る
無
し
。
惟
だ
記
す
の
「
竹
谷
老
人
畏
」
の
一
條
に
、
「
同
年
の
歐
陽
景
顏
」
の
語
有
れ
ば
、
嘗
て
第
に
登
る
を
知
る
。
又
た
「
高
登
秦
檜
に
忤
ふ
」
の
一
條
に
、
「
容
州
法
曹
掾
と
爲
る
」
の
語
有
れ
ば
、
嘗
て
嶺
南
に
官
た
る
を
知
る
の
み
。
其
の
書
の
體
例
詩
話
・
語
の
に
在
り
、
議
論
に
詳 つま
び
らか
に
し
て
考
證
に
略
た
り
。
引
く

朱
子
・
張
・
眞
秀
・
魏
了
・
楊
萬
里
の
語
多
く
し
て
、
又
た
ね
て
陸
九
淵
を
推
す
。
歐
陽
脩
・
蘇
軾
の
文
を
極
稱
し
て
、
又
た
「
司
馬
光
の
『
治
鑑
』
す
ら
且
つ
し
く
力
を
費
す
と
爲
す
。
何
ぞ
況
や
呂

の
『
文
鑑
』
を
や
」
と
謂
ふ
。
に
張
の
を
引
き
て
「
詞
科
ふ
可
か
ら
ず
」
と
謂
ひ
、
又
た
眞
秀
の
を
引
き
て
「
詞
科
當
に
ふ
べ
し
」
と
謂
ふ
。
大
抵
文
章
の
士
に
本
づ
き
て
ね
て
學
の
名
を
ひ
、
故
に

つ
ね
に
兩
端
を
持
し
て
、
一
に
歸
す
る
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
大
旨
を
す
れ
ば
、
固
よ
り
賢
に
謬 あや
まら
ざ
る
な
り
。
陳
文
の
『
學
林
就
正
』
其
の
馮
京
の
「
 狗
の
賦
」
を
載
す
る
は
乃
ち
滕
元
發
の
事
を
!
"し
、
京
に
僞
託
す
る
を
譏
る
。
今
『
侯
#
』
載
す
る
の
滕
の
賦
を
檢
す
る
に
、
信 ま
こ
とに
然
り
。
蓋
し
是
の
書
多
く
事
に
因
り
て
論
を
抒
の
べ
、
甚
だ
し
く
は
事
を
記
す
を
以
て
$
『
鶴
林
玉
露
』
に
見
る
朱
子
崇
の
念
後
%
淳
一
と
爲
さ
ず
。
偶
た
ま
傳
聞
に
據
り
て
、
復
た
考
核
せ
ず
、
其
の
疏
漏
固
よ
り
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
（
１
）。
こ
れ
に
據
れ
ば
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
體
例
は
「
詩
話
・
語
の
」
に
在
る
が
、
歐
陽
脩
・
蘇
軾
な
ど
の
「
文
章
の
士
」
を
極
稱
し
な
が
ら
、
一
方
で
朱
子
・
張
な
ど
の
「
學
の
名
」
を
っ
て
お
り
、
そ
の
立
脚
點
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
更
に
こ
の
書
は
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
た
ま
た
ま
聞
い
た
「
傳
聞
」
に
依
據
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
眞
僞
を
確
か
め
て
も
お
ら
ず
、
甚
だ
「
疏
漏
」
で
あ
る
、
と
し
て
手
嚴
し
い
。
し
か
し
、
書
	の
入
手
・

覽
に
相
當
の
困
を
っ
た
當
時
の

況
を
考
え
れ
ば
、
記
事
の
多
く
を
「
傳
聞
」
に
依
據
す
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
「
傳
聞
」
の
中
に
は
史
	の
缺
を
補
う
に
足
る
、
多
く
の
貴
重
な
話
が
含
ま
れ
て
お
り
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
史
學
料
價
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
（
２
）。
そ
れ
よ
り
も
目
す
べ
き
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
が
「
詩
話
・
語
の
」
に
在
り
、
且
つ
朱
子
・
張
な
ど
の
「
學
の
名
」
を
っ
て
、
多
く
そ
の
言
論
を
引
用
・
參
照
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
朱
子
に
對
す
る
崇
の
念
が
と
り
わ
け
い
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
試
み
に
『
鶴
林
玉
露
』
に
載
せ
る
四
百
八
十
九
條
の
記
事
に
、
『
四
庫
書
總
目
提
』
が
指
摘
す
る
學
家
の
名
（
朱
子
・
張
・
眞
秀
・
魏
了
・
楊
萬
里
・
陸
九
淵
）
が
ど
れ
ほ
ど
現
れ
る
か
、
左
に
抽
出
し
て
み
よ
う
。
朱
子
―
62條
張
―
19條
眞
秀
―
14條
魏
了
―
11條
楊
萬
里
―
36條
陸
九
淵
―
９
條
勿
論
、
朱
子
は
思
想
上
・
政
治
上
に
於
い
て
當
時
已
に
名
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ネ
ー
ム
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
の
高
さ
は
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
出
現
度
の
高
さ
は
目
に
値
す
る
。
こ
の
よ
う
な
況
は
容
易
に
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
夙
に
明
、

秀
撰
『
潤
山
先
生
書
』
第
十
六
冊
收
「
詩
譚
續
集
題
識
」
に
、
其
の
言
紫
陽
（
朱
子
）
を
以
て
鵠
と
爲
し
、
學
・
治

多
く
發
明
有
り
。
而
う
し
て
王
を
離
れ
ず
。
甚
だ
し
き
か
な
、
其
の
詩
に
補
有
る
や
（
３
）。
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
右
に
云
う
「
詩
に
補
有
」
り
と
は
、
元
來
『
詩
經
』
特
有
の
「
 柔
敦
厚
」
の
育
效
果
を
言
う
が
、
同
時
に
詩
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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歌
般
の
廣
い

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
筈
で
、
そ
れ
は
ら
く
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
特
の
一
つ
で
あ
る
「
詩
話
」
と
し
て
の
側
面
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
鶴
林
玉
露
』
が
一
方
で
詩
話
と
し
て
の
一
面
を
持
つ
と
い
う
況
も
、

	を
粗
讀
み
し
て
み
れ
ば

る
こ
と
で
あ
り
、
同
樣
に
『
鶴
林
玉
露
』
に
載
せ
る
四
百
八
十
九
條
の
記
事
中
よ
り
、
詩
話
色
の
い
條
詩
歌
が
話
題
の
中
心
と
な
る
も
の
や
、
或
る
詩
歌
か
ら

き
こ
し
て
議
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
も
の
な
ど
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
大
百
五
十
條
、
體
の
略
ぼ
三
分
の
一
に
當
た
る
分
量
が
見
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
鶴
林
玉
露
』
と
い
う
書
物
は
、
羅
大
經
と
い
う
「
學
家
」
（
王
瑞
來
點
校
『
鶴
林
玉
露
』
の
〈
點
校
明
〉
の
中
で
已
に
「
理
學
家
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
）
が
し
た
、
一
種
の
「
詩
學
書
」
（
趙
建
軍
「
羅
大
經
詩
學
思
想
」
と
い
う
論
文
（
４
）が
已
に
世
に
問
わ
れ
て
い
る
）
と
見
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
散
見
す
る
朱
子
崇
の
念
を
手
が
掛
か
り
に
、
南
宋
期
に
入
っ
て
思
の
一
角
を
形
す
る
に
到
っ
た
「
學
」
（
＝
理
學
・
朱
子
學
）
と
い
う
思
想
が
、
詩
の
創
作
び
詩
學
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
を
與
え
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
朱
子
學
の
形
勢
と
思
想
の
繼
承
が
ど
の
よ
う
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
點
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
詩
話
と
し
て
の
『
鶴
林
玉
露
』
と
朱
子
の
影

上
の
如
く
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
中
に
は
多
く
の
詩
話
記
事
が
見
出
せ
る
が
、
ま
ず
は
他
の
詩
話
に
も

見
ら
れ
る
、
作
詩
上
の
技
巧
に
關
す
る
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。
詩
を
作
る
は
健
字
の

す
る
を
し
、
活
字
の
斡
旋
す
る
を

す
。
「
紅
入
り
て
桃
 
嫩
に
し
て
／
!
歸
り
て
柳
"
新
た
な
り
」
（
杜
甫
「
奉
酬
李
#督
表
丈
早
春
作
」
詩
）
・
「
弟
子
貧
原
$
／
%生
老
伏
虔
」
（
同
「
寄
岳
州
賈
司
馬
六
丈
巴
州
嚴
八
使
君
兩
閣
老
五
十
韻
」
詩
）
の
如
し
。
「
入
」
と
「
歸
」
と
の
字
、
「
貧
」
と
「
老
」
と
の
字
、
乃
ち

せ
る
な
り
。
「
生
理
何
の
顏
面
ぞ
／
憂
端
且 し
ば
らく
&時
な
り
」
（
同
「
得
弟
'息
二
首
」
其
二
）、
「
名
は
豈
に
文
章
も
て
れ
ん
や
／
官
は
應
に
マ
マ
老
病
も
て
休 や
む
べ
し
」
（
同
「
(夜
書
懷
」
詩
）、
「
何
」
と
「
且
」
と
の
字
、
「
豈
」
と
「
應
」
と
の
字
、
乃
ち
斡
旋
せ
る
な
り
。

は
屋
の
)有
る
が
如
く
、
斡
旋
は
車
の
軸
有
る
が
如
し
。
文
も
亦
た
然
り
。
詩
は
字
を
以
て
し
、
文
は
句
を
以
て
す
（
５
）。
（
甲
	・
卷
六
）
『
鶴
林
玉
露
』
に
見
る
朱
子
尊
崇
の
念
（
後
藤
）
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右
は
、
句
を
形
作
る
上
で
は
、
支
え
と
な
る
眼
目
の
文
字
が
必
な
場
合
や
、
言
同
士
を
繋
げ
て
展
開
を
圖
る
爲
の
文
字
が
必
な
場
合
を
、
杜
甫
詩
を
例
に
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
詩
方
面
に
關
す
る
記
事
に
分
し
得
る
も
の
と
し
て
は
他
に
、
專
ら
散
文
で
用
い
ら
れ
る
「
矣
」
「
焉
」
等
の
字
を
詩
中
に
用
い
た
例
を
紹
介
す
る
〈
詩
用
助
語
〉
（
乙
・
卷
二
）、
「
莫
」
（
和
訓
「
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
」
）
と
い
う
語
を
禁
止
の
意
で
用
る
の
は
	り
で
あ
る
こ
と
を
く
〈
莫
〉
（
丙
・
卷
一
）
な
ど
が
あ
る
。
最
初
に
引
い
た
『
四
庫

書
總
目
提
』
で
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
は
歐
陽
脩
・
蘇
軾
な
ど
の
「
文
章
の
士
」
を
極
稱
し
て
い
る
と
し
て
い
た
が
、
覽
す
る
に
、
作
詩
の
究
極
の
手
本
と
し
て
羅
大
經
の
心
中
に
在
っ
た
の
は
、
右
の
二
人
で
は
な
く
、
ど
う
や
ら
の
杜
甫
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
歐
陽
脩
・
蘇
軾
の
名
は
『
鶴
林
玉
露
』
に
そ
れ
ぞ
れ
17回
・
52回
登
場
す
る
の
に
對
し
て
、
杜
甫
は
53回
。
蘇
軾
と
略
ぼ
同
數
で
あ
る
が
、
詩
が
引
か
れ
る
回
數
は
蘇
軾
の
そ
れ
を
遙
か
に
凌
駕
す
る
。
杜
少
陵
の
句
に
云
ふ
、
「
遲
日
江
山
麗
し
く
／
春
風
艸
香
し
／
泥
融
け
て
燕
子
飛
び
／
沙
く
し
て
鴛
鴦
睡
る
」
（
「
句
二
首
」
其
一
）
と
。
或
ひ
と
謂 お
も
へ
ら
く
此
兒
童
の
屬
對
と
何
を
以
て
ら
ん
や
と
。
余
曰
く
、
然
ら
ず
。
上
の
二
句
は
兩

意
を
生
ず
る
に
非
ざ
る
は
莫
き
を
見 あ
ら
は
し
、
下
の
二
句
は
萬
物
性
に
は
ざ
る
は
莫
き
を
見
は
す
。
此
に
於
て
し
て
之
を
涵
泳
し
、
之
を
體
す
れ
ば
、
豈
に
以
て
吾
が
心
の
眞
樂
を
感
發
す
る
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
。
大
抵
古
人
の
好
詩
は
、
人
の
如
何
に
し
て
看
る
か
に
在
り
、
人
の
把
り
て
甚
麼
な
ん
の
用
を
做
す
か
に
在
り
。
「
水
流
る
る
も
心
は
競
は
ず
／
雲
在
り
て
意
は
倶
に
遲
し
」
（
「
江
亭
」
詩
）、
「
野
色
更
に
無
く
山
斷
し
／
天
光
直
ち
に
水
と
相
ひ
ず
（
６
）」
、
「
樂
意
相
ひ
關
し
て
禽
對
語
し
／
生
香
斷
ぜ
ず
樹
交 こ
も
ご
も
ひ
ら
く
（
７
）」
等
の
句
の
如
き
は
、
只
だ
把
り
て
景
物
と
做
し
て
看
る
も
亦
た
可
な
り
。
把
り
て
理
と
做
し
て
看
れ
ば
、
其
の
中
に
亦
た
儘 こと
ご
とく
玩
索
す
可
き
處
有
り
。
大
抵
詩
を
看
る
は
、
胸
の
玲
瓏
活
絡
た
る
を
す
、
と
（
８
）。
右
は
、

對
格
で
作
ら
れ
た
杜
甫
の
「
句
二
首
」
其
一
が
、
子
供
が
作
る
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
對
句
ば
か
り
で
は
な
い
か
と
訝
る
人
に
對
し
て
、
そ
う
で
は
な
い
と
羅
大
經
が
反
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
羅
大
經
は
、
件
の
杜
詩
は
上
の
二
句
で
、
天
地
の
で
春
の
息
吹
が
活

地
と
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
下
の
二
句
で
、
燕
や
鴛
鴦
を
含
む
物
が
そ
れ
ぞ
れ
に
賦
與
さ
れ
た
「
性
」
に
安
ら
ぎ
、
の
ど
か
に
和
し
た
態
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
、
と
張
す
る
。
そ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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し
て
そ
の
世
界
に
身
を
委
ね
て
本
性
を
「
涵
泳
」
（
涵
）
し
、
理
氣
の
和
を
「
體
」
す
れ
ば
、
心
の
「
眞
樂
」
が
「
感
發
」
さ
れ
る
の
だ
、
と
言
う
。「
性
」「
涵
泳
」「
體
」「
感
發
」
な
ど
、
ま
さ
し
く
理
學
の
用
語
・
念
で
杜
詩
を
解
釋
し
、
且
つ
稱
揚
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
點
か
ら
も
學
の
影
度
は
高
い
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
	知
の
如
く
、
宋
代
に
到
っ
て
陶
淵
明
と
杜
甫
を

崇
す
る
風
が
こ
り
、
そ
れ
は
北
宋
・
南
宋
を
じ
て
士
大
夫
の
共
理
念
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
右
の
引
用
文
中
の
「
樂
意
相
ひ
關
し
て
禽
對
語
し
／
生
香
斷
ぜ
ず
樹
交 こ
も
ご
も
ひ
ら
く
」
は
『
朱
子
語
』
卷
九
七
〈
子
之
書
・
三
〉
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
句
に
對
し
て
子
は
、「
以
て
然
の
氣
を
見
得
す
可
し
」
と
云
い
、
朱
子
は
、
此
只
だ
是
れ
斷
無
き
の
意
な
る
の
み
。「
相
ひ
關
し
て
對
語
す
」
「
斷
ぜ
ず
交
ご
も
ひ
ら
く
」
を
看
れ
ば
、
便 すな
はち
見
得
す
（
９
）。
と
云
っ
て
お
り
、
理
學
思
想
の
繼
承
の

で
杜
甫

崇
の
念
が
極
度
に
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
に
引
く
李
・
杜
の
優
劣
を
論
ず
る
條
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
李
太
白
王
室
多
、
宇
潰
の
日
に
當
り
て
、
歌
詩
を
作
爲
す
る
も
、
豪

氣
を
使
ひ
、

の
に
狂
醉
す
る
に
ぎ
ざ
る
の
み
。
稷
・
生
、
曾
て
其
の
心
胸
に

か
け
ず
、
其
の
杜
少
陵
の
憂
國
・
憂
民
に

く
らぶ
れ
ば
、
豈
に
同
年
に
語
る
可
け
ん
や
。
人
 
つ
ね
に
李
・
杜
を
以
て
竝
稱
す
。
韓
!之
識
見
高
邁
な
る
も
、
亦
た
惟
だ
「
李
杜
の
文
章
在
り
、
光
"萬
丈
長
し
」
と
曰
ふ
の
み
に
し
て
、
優
劣
す
る
#無
き
な
り
。
本
$の
%公
に
至
り
て
、
始
め
て
少
陵
を
推

す
る
に
至
る
。
東
坡
云
ふ
、「
古
今
の
詩
人
多
し
。
而
し
て
惟
だ
杜
子
美
を
以
て
首
と
爲
す
の
み
。
豈
に
其
の
&
'
流
(す
る
も
、
一
)も
未
だ
嘗
て
君
を
*れ
ざ
る
を
以
て
す
る
に
非
ざ
ら
ん
や
」
と
。
又
た
曰
く
、
「
『
北
征
』
の
詩
君
臣
の
大
體
を
識
る
。
忠
義
の
氣
、
秋
色
と
高
き
を
爭
ひ
、
貴
ぶ
可
き
な
り
」
と
。
朱
文
公
云
ふ
、
「
李
白
永
王
+の
反
す
る
を
見
て
、
便
ち
之
に
從
臾
す
。
詩
人
頭
腦
を
沒
す
る
こ
と
此
く
の
如
き
に
至
る
。
杜
子
美
稷
・
,
せ
つ
を
以
て
自
ら
許
す
も
、
未
だ
做
し
得
る
や
否
や
を
知
ら
ず
。
然
れ
ど
も
子
美
卻
て
高
し
。
其
の
-
.を
救
ふ
は
亦
た
正
し
」
と
（
/）。
（
丙
0・
卷
六
）
右
の
條
は
、
李
白
と
杜
甫
を
そ
の
詩
の
1
2
3價
値
か
ら
論
じ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
忠
君
愛
國
の
度
合
い
か
ら
、
李
白
『
鶴
林
玉
露
』
に
見
る
朱
子
尊
崇
の
念
（
後
藤
）
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を
貶
め
杜
甫
を
稱
贊
す
る
も
の
で
あ
る
。
り
に
も
場
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
目
す
べ
き
は
、
羅
大
經
が
展
開
し
た
議
論
を
蘇
軾
の
を
引
い
て
補
し
、
最
後
に
朱
子
の
を
引
い
て
議
論
の
締
め
括
り
と
す
る
點
で
あ
る
。
ち
思
索
の
正
否
に
關
す
る
決
定
	を
朱
子
に
委
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
右
に
引
い
た
も
の
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
他
に
、
辛
棄
疾
の
詞
を
幾
つ
か
紹
介
し
た
上
で
、「
朱
文
公
云
ふ
、『
辛
幼
安
・
陳
同
甫
、

し


賞
罰
明
か
な
れ
ば
、
此
等
の
人
皆
な
用
ふ
可
し
』
と
」
と
朱
子
の
稱
贊
の
辭
で
締
め
括
る
〈
辛
幼
安
詞
〉
（
甲
・
卷
一
）、
陸
游
の
詩
名
が
高
い
こ
と
を
襃
め
稱
え
た
上
で
、
最
後
に
「

年
の
詩
和
粹
美
に
し
て
、
中
原
承
の
時
の
氣
象
有
り
。
朱
文
公
喜 こ
の
ん
で
之
を
稱
す
」
と
べ
る
〈
陸
務
觀
〉
（
甲
・
卷
四
）、
王
安
石
の
「
示
甫
弟
」
詩
の
一
「
豈
無
他
憂
能
老
我
／
付
與
天
地
從
今
始
（
豈
に
他
憂
の
能
く
我
を
老
い
し
む
る
無
か
ら
ん
や
／
天
地
に
付
與
す
る
は
今
從 よ
り
始
め
ん
）」
を
引
い
た
上
で
、
單
に
「
朱
文
公

つ
ね
に
喜
ん
で
之
を
誦
す
」
と
言
い
添
え
る
〈
付
與
天
地
〉
（
甲
・
卷
六
）
な
ど
が
あ
る
。
後
の
二
つ
は
、
單
に
或
る
詩
句
が
朱
子
の
お
氣
に
入
り
で
あ
る
と
紹
介
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
に
は
、
「
朱
子
と
い
う
最
も
見
識
の
高
い
方
か
ら
價
を
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
素
ら
し
さ
は
あ
な
た
方
に
も
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
口
吻
が
見
て
取
れ
そ
う
だ
。
今
一
つ
、
羅
大
經
の
朱
子
崇
の
念
を
と
り
わ
け
印
象
づ
け
る
條
が
、
に
引
く
〈
朱
文
公
論
詩
〉
（
甲
・
卷
六
）
で
あ
る
。
①
胡
澹
庵
章
を
上 たて
ま
つり
、
詩
人
十
人
を
む
。
朱
文
公
焉 こ
れに
與 あ
づ
かる
。
文
公
樂
ま
ず
。
復
た
詩
を
作
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
誓
ふ
も
、
迄 つ
ひ
に
作
ら
ざ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
嘗
て
張
宣
公
と
同
に
南
嶽
に
び
、
唱
酬
百
餘
篇
に
至
る
。
忽
ち
瞿
然
と
し
て
曰
く
、
「
吾
が
二
人
詩
に

す
さむ
こ
と
無
き
を
得
ん
や
」
と
。
②
楊
宋
卿
詩
集
を
以
て
品
題
を
求
む
る
に
、
公
之
に
答
へ
て
曰
く
、
「
詩
な
る
は
、
志
の
之 ゆ
く
に
し
て
、
豈
に
工
拙
有
ら
ん
や
。
亦
た
其
の
志
の
高
下
の
如
何
を
觀
る
の
み
。
是 こ
こを
以
て
古
の
君
子
、

以
て
其
の
志
を
求
む
る
に
足
れ
ば
、
必
ず
高
明
純
一
の
地
に
出
で
ん
。
其
の
詩
に
於
て
は
固
よ
り
學
ば
ず
し
て
之
を
能 よ
く
す
。
格
律
の
粗
、
用
韻
・
屬
對
・
比
事
・
詞
の
善
否
に
至
り
て
は
、
今
魏
晉
以
來
の
 賢
の
作
を
以
て
之
を
考
ふ
る
に
、
蓋
し
未
だ
意
を
其
の
!に
用
ふ
る
有
ら
ず
。
而
る
を
況
ん
や
古
詩
の
流
に
於
て
を
や
。
"世
の
作
は
、
乃
ち
始
め
て
#を
此
に
留 と
ど
め
、
故
に
詩
に
工
拙
の
論
有
り
、
葩
$の
詞
%り
、
言
志
の
功
隱
れ
た
り
」
と
。
③
又
た
曰
く
、「
古
今
の
詩
凡
そ
三
變
す
。
蓋
し
書
傳
載
す
る

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
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自
り
、

以
來
、
・
魏
に
ぶ
ま
で
、
自 みづ
から
一
等
と
爲
す
。
晉
・
宋
の
の
顏
・
謝
自
よ
り
以
後
、
下 し
も
初
に
ぶ
ま
で
、
自
ら
一
等
と
爲
す
。
沈
・
宋
自
り
以
後
、
律
詩
を
定
し
、
下
今
日
に
ぶ
ま
で
、
又
た
一
等
と
爲
す
。
然
れ
ど
も
初
自
り
以
	、
其
の
詩
を
爲 つ
くる

、
固
よ
り
高
下
有
る
も
、
法
は
ほ
未
だ
變
ぜ
ず
。
律
詩
出
づ
る
に
至
つ
て
、
而
る
後 の
ち
詩
と
法
と
始
め
て
皆
な
大
い
に
變
じ
て
、
以
て
今
日
に
至
り
、
ま
す
巧 たく
みに
ま
す
密
に
し
て
、
復
た
古
人
の
風
無
し
。
故
に
嘗
て
り
に
經
・
史
の

書
に
載
す
る
の
韻
語
を
抄
取
し
、
下 し
も『
文
』
・
魏
の
古
詞
に
び
て
、
以
て
郭
景
純
・
陶
淵
明
の
作
る
に
盡
き
て
、
自
ら
一
と
爲
し
て
、
三
百
篇
・
『
楚
辭
』
の
後
に
附
し
て
、
以
て
詩
の
根
本
・
準
則
と
爲
さ
ん
と
欲
す
。
又
た
其
の
下
二
等
の
中 う
ちに
於
て
、
其
の
古
に
き

を
擇
び
、
各
お
の
一
と
爲
し
て
、
以
て
之
が

・
輿
衞
と
爲
す
。
其
の
合
せ
ざ
る

は
、
則
ち
悉
く
之
を
去
り
、
其
を
し
て
吾
の
耳
目
に
接
し
て
、
吾
の
胸
に
入
れ
使 し
め
ず
。

か
な
らず
方
寸
の
中
を
し
て
一
字
の
世
俗
の
言
語
・
意
態
無
か
ら
使
む
れ
ば
、
則
ち
其
の
詩
高
を
期
せ
ず
し
て
自 おの
づ
から
高
な
ら
ん
」
と
。
④
又
た
曰
く
、「
來
喩
六
藝
の
潤
に
漱 くち
す
すぎ
て
、
以
て
眞
澹
を
求
め
ん
と
欲
す
。
此 こ
れ
に
極
至
の
論
な
り
。
然
れ
ど
も
亦
た
須 すべ
か
らく
先
づ
古
今
の
體
製
・
俗
の
嚮
背
を
識
得
し
、
仍 よ
り
て
更
に
腸
胃
の
の
夙 つ
とに
生
ぜ
る
葷
血
・
脂
膏
を
洗
滌
し
得
て
盡
く
す
べ
し
。
然
る
後
此
の
語
方 ま
さに
措
く
有
ら
ん
。
如 も
し
其
れ
未
だ
然
ら
ず
ん
ば
、
竊
か
に
穢
濁
と
爲
り
て
、
潤
入
り
得
ざ
ら
ん
こ
と
を
る
る
な
り
。
世
の
詩
人
、
只
だ
曾
て
此
の
關
を

と
ほり
得
ず
し
て
、
局
に
規
規
た
る
に

よ
り
、
故
に
其
の
就 な
す
、
皆
な
人
意
に
滿
た
ず
、
深
く
論
ず
る
に
足
る
無
し
」
と
。
⑤
又
た
曰
く
、
「
詩
を
作
る
は
須
く
陶
・
柳
の
門
庭
中
從
よ
り
來
り
て
乃
ち
佳
な
る
べ
し
。
是 か
く
の
如
く
せ
ず
ん
ば
、
以
て
蕭
散
冲
澹
の
趣
を
發
す
る
無
く
、
古
人
の
佳
處
に
到
る
に
由 よ
し無
し
」
と
。
⑥
又
た
曰
く
、
「
詩
を
作
る
に
六
に
學
ば
ず
、
又
た
李
・
杜
に
學
ば
ず
、
只
だ
 
か
の
嶢
!
げ
う
け
いな
る
底 も
のに
學
ぶ
。
便 た
とひ
學
び
て
十
分
に
好
き
を
得
た
る
後
た
り
と
も
、
把 と
り
て
什
麼
な
ん
の
用
を
作 な
さ
ん
や
」
と
。
公
の
詩
を
論
ず
る
、
本
末
"該
す
と
謂
ふ
可
き
な
り
。
⑦
公
嘗
て
廣
#子
の
像
に
題
し
て
云
ふ
、
「
陳
光
澤
此
の
像
を
見
示
す
る
に
、
偶
た
ま
李
太
白
の
詩
を
記 き
す
。
云
ふ
、『
世
$日
に
交
ご
も
喪
ひ
／
澆
風
淳
源
を
變
ず
／
桂
樹
の
枝
を
求
め
ず
／
反
つ
て
惡
木
の
根
に
棲
む
／
以
ゆ
ゑ
に
桃
李
の
樹
／
%を
吐
け
ど
も
竟 つ
ひに
言 もの
いは
ず
／
大
&興
沒
有
り
／
群
動
飛
'す
る
が
(し
／
歸
り
來
り
て
廣
#子
／
去
入
窮
門
無
し
』
と
。
因
り
て
寫
し
て
以
『
鶴
林
玉
露
』
に
見
る
朱
子
尊
崇
の
念
（
後
藤
）
99
て
之
に
示
す
。
今
人
命
を
て
て
詩
を
作
る
に
、
口
を
開
け
ば
便 す
な
はち
李
・
杜
を
く
。
此
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
何
ぞ
曾
て
に
他 か
の
板
を
見
ん
や
」
と
。
⑧
又
た
言
ふ
、「
余
生
王
詰
の
詩
を
愛
す
。
云
ふ
、『
漆
園
傲
吏
に
非
ず
／
自
ら
缺
く
經
世
の
／
偶
た
ま
寄
す
一
	官
／
婆
娑
た
り
數
株
の
樹
』
と
。
以
て

ぶ
可
か
ら
ず
と
爲
し
て
、
舉
げ
て
以
て
人
に
語
る
も
、
領
解
す
る

少
な
し
」
と
。
此
を
觀
れ
ば
、
則
ち
公
の
取
る
、
ね
見
る
可
き
な
り
。
⑨
公
嘗
て
作
る
の
句
を
舉
げ
似 し
め
し
學
に
示
し
て
云
ふ
、
「
畝
の
方
塘
一
鑑
開
き
／
天
光
雲
影
共
に
徘
徊
す
／
渠 か
れ
に
問
ふ

な
ん
ぞ
き
こ
と
許 か
く
の
如
く
な
る
を
得
た
る
と
／
源
頭
の
活
水
の
來
た
る
有
る
が
爲 た
め
な
り
」
と
。
蓋
し
物
に
借
り
て
以
て
を
明
か
に
す
る
な
ら
ん
。
⑩
又
た
嘗
て
其
の
詩
を
誦
し
學
に
示
し
て
云
ふ
、「
孤
燈


耿
と
し
て
／
此
の
一
窗
を
照
ら
し
て
幽
な
り
／
臥
し
て
簷
の
雨
を
聽
け
ば
／
浪
浪
と
し
て
殊
に
未
だ
休 や
ま
ず
」
と
。
曰
く
、「
此
眼
の
語
と
雖
ど
も
、
然
れ
ど
も
心
源
の
澄
靜
な
る
に
非
ざ
れ
ば

い
ふ
能
は
ず
」
と
。
此
を
觀
れ
ば
、
則
ち
公
の
作
る
、
又
た
見
す
可
き
な
り
（
）。
詩
話
と
し
て
の
色
を
色
濃
く
持
つ
『
鶴
林
玉
露
』
中
に
在
っ
て
、
個
人
の
詩
論
を
纏
め
て
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
朱
子
に
對
し
て
の
み
で
あ
る
。
長
い
引
用
と
な
る
の
で
便
宜
上
、
し
番
號
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
十
項
目
の
朱
子
の
詩
論
を
檢
す
る
に
、
①
朱
子
が
胡
銓
（
號
は
澹
庵
）
に
よ
っ
て
、
詩
人
の
質
を
以
て

に
推
さ
れ
た
の
は
乾
六
年
（
一
一
七
〇
）
十
二
。
必
大
（
一
一
二
六
―
一
二
〇
四
）
の
「
王
庭
珪
行
」
等
に
記
載
が
あ
る
が
、
朱
子
が
「
樂
ま
ず
、
復
た
詩
を
作
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
誓
」
っ
た
と
の
記
載
は
見
當
た
ら
ず
。
ま
た
「
吾
が
二
人
…
…
」
は
、
乾
三
年
に
書
か
れ
た
張
 の
「
南
嶽
唱
酬
序
」
（
『
南
軒
集
』
卷
十
五
）
で
あ
る
が
、
文
字
の
!同
が
々
に
あ
り
、
"且
つ
詩
を
作
る
ま
い
と
誓
っ
た
の
は
、
別
の
理
由
で
あ
る
（
#）。
②
は
朱
子
の
書
翰
「
答
楊
宋
卿
」
（
『
朱
文
公
文
集
』
卷
三
九
、
以
下
『
文
集
』
と
稱
す
）
の
一
$。
③
④
は
朱
子
の
書
翰
「
答
鞏
仲
至
」
（
『
文
集
』
卷
六
四
）
の
一
$で
あ
る
が
、
々
省
略
が
見
ら
れ
る
。
⑤
は
南
宋
、
李
幼
武
纂
集
『
宋
名
臣
言
行
%』
外
集
卷
十
二
に
見
え
る
記
事
。
李
幼
武
の
『
宋
名
臣
言
行
%』
に
は
「
景
定
辛
酉
」
（
景
定
二
年
、
一
二
六
一
）
の
序
が
あ
る
。
⑥
は
『
朱
子
語
&』
卷
一
四
〇
〈
論
文
・
下
-
詩
〉
に
見
え
る
朱
子
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
100
の
言
。
⑦
は
朱
子
の
題
跋
「
題
李
太
白
詩
」
（
『
文
集
』
卷
八
四
）。
「
今
人
命
を
て
て
」
云
々
も
朱
子
の
言
。
⑧
は
朱
子
の
題
跋
「
跋
楊
子
直
賦
王
才
臣
句
」
（
『
文
集
』
卷
八
四
）。
引
用
に
は
羅
大
經
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
⑨
に
引
か
れ
る
詩
は
朱
子
の
「
觀
書
有
感
二
首
」
其
一
（
『
文
集
』
卷
二
）。
ま
た
、
こ
れ
を
弟
子
に
示
し
た
と
い
う
點
に
つ
い
て
は
、
朱
子
の
書
翰
「
答
許
順
之
」
（『
文
集
』
卷
卷
三
九
）
が
こ
れ
に
該
當
す
る
。
⑩
に
引
か
れ
る
詩
は
朱
子
の
「
試
院
雜
詩
五
首
」
其
二
（
『
文
集
』
卷
一
）
に
相
當
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
々
文
字
に
同
が
あ
る
の
で
、
『
文
集
』
卷
一
に
載
せ
る
當
該
詩
を
以
下
に
紹
介
す
る
（
文
字
の
同
の
あ
る
箇
に
は
傍
點
を
付
す
）。
燈
耿
欲
滅

照
此
一
窗
幽
坐
聽
秋
簷

	
淋
浪
殊
未
休
ま
た
、「
此
眼

の
語
と
雖
ど
も
」
云
々
の
記
載
は
、『
文
集
』『
朱
子
語
』
等
に
は
見
當
た
ら
な
い
。
此
に
關
し
て
、
李
恆
老

『
朱
子
大
箚
疑
輯
補
』
（
世
大
學
中
央
圖
書
版
、
韓
國
學
料
院
影
印
、
一
九
八
五
）
卷
一
の
當
該
條
で
は
、
『
（
鶴
林
）
玉
露
』
引
く
の
先
生
の
事
、

に
し
て
之
を
傳
聞
の
に
得
れ
ば
、
未
だ
深
く
は
信
ず
可
か
ら
ず
。
此
の
詩
先
生
の
少
時
の
作
に
係
り
、
應
に
自
ら
許
す
こ
と
此
く
の
如
く
な
る
べ
か
ら
ず
（
）。
と
疑
義
を
し
て
い
る
。
確
か
に
右
の
詩
は
、
紹
興
二
十
三
年
（
一
一
五
三
、
朱
子
二
十
四
）、
同
安
縣

に
赴
任
し
た
際
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
①
の
話
に
矛
盾
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
故
、
こ
の
話
に
關
し
て
も
信
を
置
け
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
年
の
朱
子
が

か
り
し
頃
に
作
っ
た
作
品
を
思
い
出
し
（
ま
た
そ
れ
故
に
不
鮮
明
な
記
憶
に
っ
て
文
字
の
出
入
を
生
じ
）、
些
か
の
自
負
を
め
て
弟
子
に
歌
い
聞
か
せ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
今
一
度
っ
て
先
の
朱
子
の
詩
論
を
考
え
て
み
る
と
、
羅
大
經
は
こ
れ
を
纏
め
る
に
際
し
て
、
『
文
集
』
に
止
ま
ら
ず
『
朱
子
語
』
等
の
 書
に
こ
つ
こ
つ
と
當
た
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
た
と
い
一
部
傳
聞
に
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
朱
子
の
み
に
大
き
な
紙
幅
を
裂
い
て
詩
論
の
集
!を
試
み
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
決
し
て
安
易
に
筆
を
染
め
た
も
の
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
朱
子
の
詩
論
を
初
め
て
纏
め
た
の
は
羅
大
經
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
朱
子
に
對
す
る
"崇
の
念
の
他
に
、
朱
子
の
（
少
な
く
と
も
朱
子
詩
#び
そ
の
詩
學
思
想
の
）
最
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良
の
後
繼
と
い
う
自
負
の
念
を
も
い
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
々
傳
聞
に
っ
て
い
た
か
ら
信
用
で
き
な
い
と
斬
っ
て
て
る
の
は
、
り
に
早
計
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
の
み
記
載
さ
れ
る
二
つ
の
（
右
の
⑩
の
條
を
含
め
れ
ば
三
つ
と
な
る
）
朱
子
詩
軼
事
の
信
性
に
も
關
わ
っ
て
來
る
問
題
な
の
で
あ
る
。
に
そ
の
二
つ
の
軼
事
を
紹
介
し
よ
う
。
二
、『
鶴
林
玉
露
』
に
の
み
見
え
る
朱
子
詩
軼
事
ま
ず
一
つ
め
は
、
乙
	・
卷
六
に
載
せ
る
の
も
の
。
胡
澹
庵
十
年

外
に
貶
せ
ら
れ
、
北
歸
の
日
、
湘
潭
胡
氏
の
園
に
飮
す
る
に
、
詩
を
題
し
て
云
ふ
、「
君
恩
歸
る
を
許
し
て
此 こ
こに
一
た
び
醉
ふ
／
傍
に
梨
の
渦
を
生
ず
る
有
り
」
と
。
侍
妓
黎
倩
を
謂
ふ
な
り
。
厥 そ
の
後
朱
文
公
之
を
見
て
、
句
を
題
し
て
云
ふ
、
「
十
年

に
び
て
一
身
輕 か
ろ
し
／
歸
り
て
黎
渦
に
對
す
れ
ば
却 かへ
つて
有
り
／
世
上
人
欲
の
險
に
如 し
く
は
無
し
／
幾
人
か
此 こ
こ
に
到
り
て
生
を
ま
る
」
と
。
『
文
公
集
』
此
の
詩
を
載
せ
て
、
但
だ
題
し
て
「
自
」
と
曰
ふ
の
み
と
云
ふ
。
（
中
略
）
乃
ち
尤
物
は
人
を
移
し
、
大
智
・
大
と
雖
も
る
る
能
は
ざ
る
を
知
る
。
是
に
由
り
て
之
を
言
へ
ば
、「
世
上
人
欲
の
險
な
る
に
如
く
は
無
し
」
と
は
、
信
な
る
か
な
（
）。
こ
こ
で
話
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
文
集
』
卷
五
に
收
め
ら
れ
る
「
宿
溪
胡
氏
客
觀
壁
題
詩
自
二
」
其
二
の
詩
で
あ
る
（
同
樣
に
、
文
字
の
同
の
あ
る
箇
に
は
傍
點
を
付
す
）。
十
年
湖


一
身
輕
十
年
湖

一
身
輕
し
歸
對
黎
渦
却
有

歸
り
て
黎
渦
に
對
す
れ
ば
却 かへ
つて
有
り
世
路
無
如
人
欲
險
世
路
人
欲
の
險
に
如 し
く
は
無
し
幾
人
到
此

生
幾
人
か
此 こ
こに
到
り
て
生
を
ま
る
こ
れ
は
、
乾
三
年
（
一
一
六
七
）
十
一
、
南
嶽
衡
山
の

 
を
!え
て
、
家
族
の
待
つ
崇
安
へ
歸
る
"上
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
『
文
集
』
の
詩
題
か
ら
#明
す
る
の
は
、
「
溪
」
と
い
う
地
で
「
胡
氏
の
客
」
（
或
い
は
「
溪
」
出
身
の
「
胡
氏
」
の
「
客
」
）
に
宿
っ
た
際
に
、
宿
の
壁
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
詩
を
目
に
し
て
、
自
ら
を
め
る
詩
を
朱
子
が
作
っ
た
こ
と
し
か
#明
し
な
い
。
こ
の
時
、
朱
子
が
見
た
詩
は
誰
の
ど
の
よ
う
な
作
で
あ
っ
た
の
か
、
な
ぜ
朱
子
を
し
て
身
を
引
き
締
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
自
覺
せ
し
め
た
の
か
、
皆
目
見
中
國
詩
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當
が
付
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
右
に
げ
た
『
鶴
林
玉
露
』
の
記
載
の
御
蔭
で
、
ま
ず
そ
の
詩
の
作
が
胡
銓
（
一
一
〇
二
―
一
一
八
〇
）
で
あ
る
と
明
す
る
。
秦
檜
に
疎
ま
れ
長
ら
く
流
謫
の
身
と
な
っ
て
い
た
胡
銓
は
、
秦
檜
の
死
後
、
中
央
に
歸
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
そ
の
歸
、
こ
の
客
に
立
ち
寄
る
。
そ
の
時
宴
會
の
席
で
黎
倩
と
い
う
妓
女
を
見
初
め
て
得
意
頂
と
な
り
、
「
君
恩
歸
る
を
許
し
て
此
に
一
た
び
醉
ふ
／
傍
に
梨
の
	渦
を
生
ず
る
有
り
」
と
い
う
詩
を
壁
に
書
き
付
け
た
。
朱
子
が
目
に
し
た
の
は
こ
の
詩
で
あ
り
、
妓
女
の
愛
く
る
し
い
笑
窪
に
心
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
士
大
夫
た
る
が
得
意
げ
に
詩
に
詠
ず
る
と
は
何
事
だ
、
と
い
う
怒
り
と
同
時
に
、
自
分
も
う
っ
か
り
す
る
と
胡
銓
の
二
の

に
な
る
や
も
知
れ
な
い
と
い
う
戒
感
が
き
こ
り
、
右
の
詩
を
作
っ
た
こ
と
ま
で
も
が
了
得
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
條
で
は
、
胡
銓
が
曾
て
宿
っ
た
の
は
「
湘
潭
胡
氏
の
園
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
時
、
長
沙
を
中
心
と
す
る
湖
南
一
帶
の
地
は
廣
く
「
湘
潭
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
右
の
詩
は
、
州
し
ょ
し
ゅ
う（
現
湖
南
省
株
洲
市
）
で
張
と
別
れ
て
も
な
く
の
日
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
續
治
鑑
』
に
據
れ
ば
、
胡
銓
が
新
州
（
現
廣
東
省
新
興
市
）
に
貶
謫
せ
ら
れ
た
の
は
紹
興
十
二
年
（
一
一
四
二
）、
許
さ
れ
て
衡
州
（
現
湖
南
省
衡
陽
市
）
に
量
移
さ
れ
た
の
は
、
紹
興
二
十
五
年
（
一
一
五
五
）。
「
君
恩
歸
る
を
許
し
て
…
…
」
詩
を
胡
銓
が
作
っ
た
の
は
丁
度
そ
の
頃
の
こ
と
と
明
す
る
。
但
し
、
胡
銓
の
別
集
『
澹
庵
文
集
』
は
そ
の

後
二
十
年
目
の
慶
元
五
年
（
一
一
九
九
）
に
門
人
の
支
に
よ
っ
て
七
十
卷
の
規
の
も
の
が
上
梓
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
經
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
現
在
『
四
庫
書
』
に
收
め
ら
れ
る
『
澹
庵
文
集
』
は
僅
か
六
卷
し
か
無
く
、
詩
も
寥
々
十
七
首
の
み
で
、
殘
念
な
が
ら
、
當
時
胡
銓
が
有
頂
天
に
な
っ
て
作
っ
た
問
題
の
詩
の
貌
は
ら
な
い
。
も
う
一
つ
の
軼
事
は
、
乙
・
卷
五
に
載
せ
る
の
も
の
。
朱
文
公
に
足
疾
有
り
、
嘗
て
人
有
り
て
爲
に
鍼
熨
の
を
施
せ
ば
、
旋 たち
まち
輕
安
な
る
を
覺
ゆ
。
公
大
い
に
喜
び
、
厚
く
之
に
謝
し
、
且
つ
る
に
詩
を
以
て
し
て
云
ふ
、
「
幾
載
か
相
ひ
扶
け
ら
れ
て
 
!を
藉
か
る
、
一
鍼
"
ま
た
奇
功
有
る
を
覺
ゆ
。
門
を
出
で
て
杖
を
放
て
ば
兒
童
笑
ふ
、
是
れ
從
#の
勃
$の
%な
ら
ず
と
」
と
。
人
詩
を
得
て
徑 た
だ
ち
に
去
る
。
未
だ
數
日
ら
な
ず
し
て
、
足
疾
大
い
に
作 お
こ
り
、
未
だ
鍼
せ
ざ
る
時
よ
り
も
甚
だ
し
。
亟 す
み
やか
に
人
を
し
て
人
を
&逐
せ
令
む
る
も
、
已
に
其
の
く
'を
知
る
莫
し
。
公
歎
息
し
て
曰
く
、
「
某
之
を
罪
せ
ん
と
欲
す
る
に
非
ず
、
但
だ
其
の
詩
を
(索
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
其
の
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を
持
『
鶴
林
玉
露
』
に
見
る
朱
子
尊
崇
の
念
（
後
藤
）
103
し
て
他
人
を
た
し
む
る
を
る
る
の
み
」
と
（
）。
こ
の
條
で
話
題
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
文
集
』
卷
九
に
收
め
ら
れ
る
「
晦
足
疾
得

人
鍼
之
而
愈
戲
此
詩
」
と
題
さ
れ
た
七
	で
あ
る
（
や
は
り
、
文
字
の

同
の
あ
る
箇
に
は
傍
點
を
付
す
）
十
載
扶
行
恃
短


十
載
扶
行
し
て
短
を
恃
む
一
鍼
相
値
有
奇
功
一
鍼
相
ひ
値 あ
ひ
て
奇
功
有
り
出
門
放
人
爭
看

門
を
出
で
て
を
放
て
ば
人
爭
ひ
看
る
不
是
來
勃


是
れ
來
の
勃
の
な
ら
ず
と
右
の
詩
は
そ
の
詩
題
か
ら
、
足
の
痛
み
に
惱
ま
さ
れ
て
い
た
朱
子
の
許
に
「

人
」
な
る
師
が
現
れ
、
鍼
を
打
っ
て
貰
っ
た
と
こ
ろ
、
足
の
痛
み
が
嘘
の
よ
う
に
え
た
の
で
、
戲
れ
に
こ
の
詩
を
作
っ
て

師
に
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
る
。
た
だ
『
鶴
林
玉
露
』
の
記
載
に
據
れ
ば
、
そ
れ
に
後
日
談
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
詩
を
貰
っ
た
師
は
す
ぐ
さ
ま
歸
っ
て
行
っ
た
の
だ
が
、
數
日
も
經
た
な
い
に
足
の
痛
み
が
再
發
し
、
鍼
を
打
っ
て
貰
う
以
上
に
い
痛
み
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
ぎ
人
を
っ
て
師
の
跡
を
わ
せ
た
が
、
已
に
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
て
い
た
。
朱
子
は
溜
息
を
つ
い
て
、
「
私
は
彼
奴
を
罰
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
單
に
っ
た
詩
を
取
り
そ
う
と
し
た
だ
け
な
の
だ
。
彼
奴
が
私
の
詩
を
お
付
き
の
よ
う
に
患
に
見
せ
て
、
結
局
騙
し
て
し
ま
う
の
を
れ
た
か
ら
な
の
だ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
朱
子
は
淳
熙
の
初
め
（
一
一
四
七
、
朱
子
四
十
五
）
頃
か
ら
、
發
に
こ
る
足
の
痛
み
に
惱
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
『
文
集
』
に
收
め
る
右
の
詩
の
句
の
「
十
載
」
と
い
う
文
字
を
信
じ
れ
ば
、
朱
子
五
十
五
以
の
 年
の
出
來
事
と
思
わ
れ
る
（
朱
子
の
生
卒
年
は
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
）。
た
だ
、
こ
の
詩
に
關
し
て
言
え
ば
、
『
鶴
林
玉
露
』
の
記
事
は
、
そ
の
裏
話
と
し
て
心
に
留
め
置
く
價
値
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
こ
の
手
の
!
話
を
"て
、
傳
聞
に
依
據
し
た
空
疎
な
物
語
と
し
て
片
付
け
て
も
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
#に
そ
の
傳
聞
の
出
が
朱
子
に
$け
れ
ば
$い
ほ
ど
、
そ
の
信
憑
性
も
%す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
を
更
に
詰
め
る
爲
に
、
最
後
に
作
羅
大
經
の
事
跡
を
考
察
し
、
朱
子
と
の
接
點
を
探
っ
て
み
た
い
。
三
、
作
羅
大
經
に
つ
い
て
―
結
び
に
代
え
て
―
作
の
羅
大
經
は
『
宋
史
』
に
傳
が
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
生
卒
年
を
含
め
て
そ
の
事
績
に
は
不
明
な
點
が
多
い
。
こ
こ
で
は
王
瑞
來
「
羅
大
經
&生
事
跡
考
」
（
中
'書
局
『
鶴
林
玉
露
』
［
一
九
八
三
］
收
）、
(
中
國
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叢
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び
同
「『
鶴
林
玉
露
』

羅
大
經
に
關
す
る
再
考
」
（『
東
洋
文

究
』
六
號
［
學
院
大
學
東
洋
文

究

、
二
〇
〇
四
年
三
	］
收
）
に
依
據
し
て
、
羅
大
經
の
事
跡
の

略
を
確
し
て
み
た
い
。
そ
れ
ら
の
考
證
に
據
れ
ば
、
羅
大
經
は
字
は
景
綸
、
廬
陵
（
正
確
に
は
吉
州
吉
水
。
現
江
西
省
吉
水
縣
）
の
人
。
同
の
先
輩
に
詩
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
楊
萬
里
（
字
は
秀
、
號
は
齋
。
一
一
二
七
―
一
二
〇
六
）、
び
そ
の
長
子
の
楊
長
孺
（
字
は
伯
大
、
號
は
東
山
）
が
い
る
。
羅
大
經
の
父
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
甲
・
卷
三
の
〈
畏
〉
の
條
に
「
竹
谷
老
人
」
と
し
て
登
場
す
る
人
で
、
名
は
羅
良
。
楊
長
孺
と
同
世
代
の
人
と
目
さ
れ
る
。
四
部
叢
刊
本
『
齋
集
』
の
各
卷
の
卷
末
に
、
「
嘉
定
元
年
春
三
	男
長
孺
定
／
端
元
年
五
	門
人
羅
良
校
正
」
の
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
羅
大
經
の
父
は
楊
萬
里
の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
し
、
羅
大
經
に
と
っ
て
楊
萬
里
（
ひ
い
て
は
朱
子
も
）
は

父
の
世
代
の
人
と
な
る
。
乙
・
卷
四
の
〈
	下
傳
杯
詩
〉
の
條
に
、
「
余
年
十
許
の
時
、
家
君
竹
谷
老
人
に
侍
し
て
齋
に
す
る
に
、
親
し
く
齋
の
此
の
詩
を
誦
す
る
を
聞
く
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
楊
萬
里
が
故
に
休
し
て
い
た
時
期
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。
當
時
十
數

で
あ
っ
た
羅
大
經
が
楊
萬
里
に
お
目
見
え
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
羅
大
經
の
生
年
は
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
よ
り
以

で
あ
っ
た
ろ
う
と
見
積
も
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
の
後
、
學
問
を
積
ん
だ
羅
大
經
は
、
寶
慶
二
年
（
一
二
二
六
）
に
士
登
第
（
『
吉
水
縣
志
』
卷
二
八
〈

志
〉
の
「
寶
慶
二
年
丙
戌
士
」
の
條
に
「
羅
大
經
」
の
名
が
見
え
る
）、
三
十
一
頃
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
す
ぐ
に
任
官
と
は
行
か
ず
、
端
元
年
（
一
二
三
四
）
頃
に
容
州
（
現
廣
東
省
容
縣
）
の
法
曹
掾
と
な
り
、
そ
の
後
暫
く
し
て
淳
十
一
年
（
一
二
五
一
）
に
撫
州
（
現
江
西
省
撫
州
市
）
の
軍
事
推
官
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
政
爭
に
卷
き
ま
れ
て
官
を
罷
め
、
年
は
故
に
て
隱
遁
生
活
を
 っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
鶴
林
玉
露
』
の
甲
乙
丙
各
に
は
羅
大
經
の
自
序
が
冠
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
據
れ
ば
、
甲
に
「
淳
戊
申
」
の
自
!、
乙
に
「
淳
辛
亥
」
の
自
!、
丙
に
「
淳
壬
子
」
の
自
!が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
こ
と
か
ら
、
甲
は
淳
八
年
（
一
二
四
八
）、
乙
は
同
十
一
年
（
一
二
五
一
）、
丙
は
同
十
二
年
（
一
二
五
二
）
に
完
"し
た
こ
と
が
明
。
官
僚
生
活
の
年
四
、
五
年
#の
$に
書
か
れ
、
隱
遁
後
は
%補
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
ら
し
い
。
&、
羅
大
經
の
卒
年
に
つ
い
て
は
'く
(料
が
存
在
せ
ず
、
淳
十
二
年
（
一
二
五
二
）
以
後
と
し
か
言
え
な
い
。
さ
て
、
こ
う
し
て
羅
大
經
の
事
跡
を
見
て
來
た
と
こ
ろ
で
、
朱
子
と
の
接
點
を
探
る
と
し
た
ら
、
や
は
り
土
の
誇
り
で
あ
る
の
楊
萬
里
び
楊
長
孺
父
子
が
最
上
位
と
な
ろ
う
。
幼
い
頃
の
羅
大
經
に
と
っ
て
は
、
)ら
く
父
の
師
で
あ
る
楊
萬
里
に
ま
ず
*崇
の
念
を
+い
た
と
思
『
鶴
林
玉
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』
に
見
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わ
れ
る
。
朱
子
と
楊
萬
里
と
は
生
交
流
が
あ
り
、
書
翰
の
復
や
詩
の
酬
答
も
何
度
か
行
わ
れ
て
い
た
。
更
に
淳
熙
十
二
年
（
一
一
八
五
）、
當
時
中
央
政
界
の
職
に
あ
っ
た
楊
萬
里
は
、

に
め
る
人
材
の
中
に
朱
子
の
名
を
記
し
て
、
朱
子
を
擢
す
る
よ
う
	言
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）
今
度
は
そ
の
息
子
の
楊
長
孺
が
、
知
潭
州
と
し
て
長
沙
に
赴
任
す
る

中
の
朱
子
を
臨
江
軍
で
待
ち
受
け
、
朱
子
に
質
問
を
差
し
出
し
て
え
を
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
父
と
同
世
代
の
楊
長
孺
も
朱
子
の
學
問
に
惹
き
付
け
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
長
の

で
學
を
、
ひ
い
て
は
朱
子
を
崇
す
る
念
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
に
釀
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
羅
大
經
の
年
期
に
は
、
朱
子
は
已
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
に
そ
の
心
の
中
の
朱
子
像
は
格
さ
れ
、
信
仰
の
對
象
と
す
ら
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
朱
子
に
え
を
う
た
楊
長
孺
は
、
以
後
、
朱
子
の
門
弟
と
も
交
際
を
發
展
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
そ
の
に
見
聞
き
し
た
朱
子
門
下
の
軼
事
を
、
直
接
羅
大
經
に
語
っ
て
聞
か
せ
た
可
能
性
も
高
い
筈
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
境
の
中
で
、
羅
大
經
に
と
っ
て
朱
子
門
下
の
相
は
い
つ
し
か
馴
染
み
深
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
一
つ
考
え
ら
れ
る
手
掛
か
り
は
、
羅
大
經
の
作
詩
に
對
す
る
熱
と
相
當
度
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
そ
の
技
量
で
あ
ろ
う
。
『
鶴
林
玉
露
』
の
中
で
羅
大
經
は
、
古
今
の
名
な
詩
人
を
紹
介
・
稱
揚
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
議
論
の
技
と
し
て
自
ら
の
詩
作
に
つ
い
て
も
十
首
ほ
ど
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
子
も
詩
人
と
し
て
の
色
 を
色
濃
く
持
つ
學
!で
あ
り
、
羅
大
經
は
そ
の
よ
う
な
點
に
も
"い
共
感
を
#い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
今
ま
で
は
、
容
に
余
り
信
を
置
け
な
い
宋
代
筆
記
の
一
つ
と
し
て
『
鶴
林
玉
露
』
は
$識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
朱
子
の
詩
%び
そ
の
詩
學
思
想
を
&究
す
る
上
で
は
、
重
な
'料
と
な
り
得
る
こ
と
を
、
(に
假
)と
し
て
提
出
し
、
再
*價
を
促
し
た
い
の
で
あ
る
。
【
】
（
１
）
「
鶴
林
玉
露
十
六
卷
、
兩
江
總
督
+
	本
、
宋
羅
大
經
撰
。
大
經
字
景
綸
、
廬
陵
人
。
事
蹟
無
考
、
惟
,記
竹
谷
老
人
畏
)一
條
、
有
同
年
歐
陽
景
顏
語
、
知
嘗
登
第
。
又
高
登
忤
秦
檜
一
條
、
有
『
爲
容
州
法
曹
掾
』
語
、
知
嘗
官
嶺
南
耳
。
其
書
體
例
在
詩
話
、
語
之
、
詳
於
議
論
而
略
於
考
證
。
,引
多
朱
子
、
張
-、
眞
.秀
、
魏
了
/、
楊
萬
里
語
、
而
又
0推
陸
九
淵
。
極
稱
歐
陽
脩
、
蘇
軾
之
文
、
而
又
謂
司
馬
光
'治
1鑑
且
爲
2費
3力
、
何
況
呂
4
5文
鑑
。
6引
張
-之
)謂
詞
科
不
可
7、
又
引
眞
.秀
之
)謂
詞
科
當
7。
大
抵
本
文
章
之
士
而
0
8
學
之
名
、
故
9持
兩
端
、
不
能
歸
一
。
然
其
大
旨
、
固
不
謬
於
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賢
也
。
陳
文
學
林
就
正
譏
其
載
馮
京
狗
賦
乃

滕
元
發
事
、
僞
託
於
京
。
今
檢
侯


	載
滕
賦
、
信
然
。
蓋
是
書
多
因
事
抒
論
、
不
甚
以
記
事
爲

。
偶
據
傳
聞
、
不
復
考
核
、
其
疏
漏
固
不
足
耳
。」
（
子
部
卷
一
二
一
-子
部
三
一
-雜
家
五
）
（
２
）
、
曾
『
面
樓
集
鈔
』
卷
二
「
鶴
林
玉
露
跋
」
で
は
、
「
蓋
詳
於
議
論
略
於
考
訂
、
大
抵
宋
人
部
多
然
。
然
書
中
如
韓
原
爲
南
尉
、
秦
檜
自
金
歸
條
、
亦
足
補
史
之
未
備
也
」
と
言
い
、
王
瑞
來
點
校
『
鶴
林
玉
露
』（
中
書
局
、
一
九
八
三
）
の
〈
點
校
明
〉
の
條
で
は
、
『
鶴
林
玉
露
』
中
の
幾
つ
か
の
記
事
を
例
示
し
た
上
で
、「
這
些
記
載
、
或
可
與
史
乘
互
證
、
或
可
補
闕
訂
」
と
言
い
、
更
に
「
此
書
記
載
了
宋
代
一
些
政
治
、
軍
事
、
禮
儀
制
度
、
也
很
有
價
値
」
と
し
て
い
る
。
（
３
）
「
…
…
其
言
以
紫
陽
爲
鵠
、
學
治
多
有
發
明
、
而
不
離
王
。
甚
矣
、
其
有
補
於
詩
也
。
…
…
」
（
４
）
『
陰
山
學
刊
』
第
二
十
一
卷
第
五
期
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
）
	收
。
（
５
）
「
作
詩
健
字

、
活
字
斡
旋
、
如
紅
入
桃
嫩
、
 歸
柳
!
新
、
弟
子
貧
原
"、
生
老
伏
虔
。
入
與
歸
字
、
貧
與
老
字
、
乃


也
。
生
理
何
顏
面
、
憂
端
且
#時
、
名
豈
文
章
$、
官
應
老
病
休
、
何
與
且
字
、
豈
與
應
字
、
乃
斡
旋
也
。

如
屋
之
有
%、
斡
旋
如
車
之
有
軸
、
文
亦
然
。
詩
以
字
、
文
以
句
。」
（
６
）
こ
の
二
句
は
杜
甫
の
詩
で
は
な
く
、
北
宋
、
滕
元
發
「
波
樓
」
詩
の
一
&（
南
宋
、
'紫
(『
竹
坡
詩
話
』
に
引
く
。
)、
後
ろ
の
句
は
「
天
光
直
與
水
相
*」
に
作
る
）。
（
７
）
こ
れ
も
杜
甫
の
詩
で
は
な
く
、
南
宋
、
胡
仔
『
+溪
漁
隱
叢
話
』
,
集
卷
三
十
二
に
據
れ
ば
、
北
宋
、
石
曼
卿
（
石
-年
）「
題
章
氏
園
亭
」
詩
の
一
&。
（
８
）
「
杜
少
陵
.句
云
、
遲
日
江
山
麗
、
春
風
艸
香
、
泥
融
飛
燕
子
、
沙
/睡
鴛
鴦
。
或
謂
此
與
兒
童
之
屬
對
何
以
。
余
曰
、
不
然
。
上
二
句
見
兩
0莫
非
生
意
、
下
二
句
見
萬
物
莫
不
1性
。
於
此
而
涵
泳
之
、
體
2之
、
豈
不
足
以
感
發
吾
心
之
眞
樂
乎
。
大
抵
古
人
好
詩
、
在
人
如
何
看
、
在
人
把
做
甚
麼
用
。
如
水
流
心
不
競
、
雲
在
意
倶
遲
、
野
色
更
無
山
3斷
、
天
光
直
與
水
相
4、
樂
意
相
關
禽
對
語
、
生
香
不
斷
樹
交
等
句
、
只
把
做
景
物
看
亦
可
、
把
做
理
看
、
其
中
亦
儘
有
可
玩
索
處
。
大
抵
看
詩
、
胸
5玲
瓏
活
絡
。」
（
９
）
「
…
…
此
只
是
無
0斷
之
意
、
看
相
關
對
語
、
不
斷
交
、
便
見
得
。」
（
10）
「
李
太
白
當
王
室
多
6、
7宇
8潰
之
日
、
作
爲
歌
詩
、
不
9豪
:
使
氣
、
狂
醉
於

之
0耳
。
;稷
<生
、
曾
不
=其
心
胸
、
其
>杜
少
陵
之
憂
國
憂
民
、
豈
可
同
年
語
哉
。
?人
@以
李
、
杜
竝
稱
、
韓
A
之
識
見
高
邁
、
亦
惟
曰
、
李
杜
文
章
在
、
光
B萬
丈
長
。
無
	優
劣
也
。
至
本
C
公
、
始
至
推
D少
陵
。
東
坡
云
、
古
今
詩
人
多
矣
、
而
惟
以
杜
子
美
爲
首
、
豈
非
以
其
E
F流
G、
而
一
H未
嘗
I君
也
與
。
又
曰
、
北
征
詩
識
君
臣
大
體
、
忠
義
之
氣
、
與
秋
色
爭
高
、
可
貴
也
。
朱
文
公
云
、
李
白
見
永
王
J反
、
便
從
臾
之
、
詩
人
沒
頭
腦
至
於
如
此
。
杜
子
美
以
稷
K自
許
、
未
知
做
得
與
否
、
然
子
美
卻
高
、
其
救
L
M亦
正
。」
（
11）
「
胡
澹
庵
上
章
、
N詩
人
十
人
、
朱
文
公
與
焉
。
文
公
不
樂
、
誓
不
復
作
詩
、
迄
不
能
不
作
也
。
嘗
同
張
宣
公
O南
嶽
、
唱
酬
至
百
餘
篇
。
『
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忽
瞿
然
曰
、
吾
二
人
得
無
於
詩
乎
。
楊
宋
卿
以
詩
集
求
品
題
、
公
答
之
曰
、
詩
、
志
之
之
、
豈
有
工
拙
哉
。
亦
觀
其
志
之
高
下
如
何
耳
。
是
以
古
之
君
子
、
足
以
求
其
志
、
必
出
於
高
明
純
一
之
地
、
其
於
詩
固
不
學
而
能
之
。
至
於
格
律
之
粗
、
用
韻
屬
對
比
事
詞
之
善
否
、
今
以
魏
晉
以
來
賢
之
作
考
之
、
蓋
未
有
用
意
於
其
	
、
而
況
於
古
詩
之
流
乎
。

世
作
、
乃
始
留
於
此
、
故
詩
有
工
拙
之
論
、
葩

之
詞
、
言
志
之
功
隱
矣
。
又
曰
、
古
今
之
詩
凡
三
變
。
蓋
自
書
傳

載
、

以
來
、

魏
、
自
爲
一
等
。
自
晉
宋
	顏
謝
以
後
、
下

初
、
自
爲
一
等
。
自
沈
宋
以
後
、
定
律
詩
、
下
今
日
、
又
爲
一
等
。
然
自
初
以
、
其
爲
詩
、
固
有
高
下
、
而
法
未
變
。
至
律
詩
出
、
而
後
詩
之
與
法
始
皆
大
變
、
以
至
今
日
、
巧
密
、
而
無
復
古
人
之
風
矣
。
故
嘗
欲
抄
取
經
史
書
載
韻
語
、
下
文

魏
古
詞
、
以
盡
乎
郭
景
純
、
陶
淵
明
之
作
、
自
爲
一
、
而
附
於
三
百
篇
楚
辭
之
後
、
以
爲
詩
之
根
本
準
則
。
又
於
其
下
二
等
之
中
、
擇
其


於
古
、
各
爲
一
、
以
爲
之

輿
衞
。
其
不
合
、
則
悉
去
之
、
不
使
其
接
於
吾
之
耳
目
、
而
入
於
吾
之
胸
。
使
方
寸
之
中
、
無
一
字
世
俗
言
語
意
態
、
則
其
詩
不
期
於
高
而
自
高
矣
。
又
曰
、
來
喩
欲
漱
六
藝
之
潤
、
以
求
眞
澹
、
此
 極
至
之
論
。
然
亦
須
先
識
得
古
今
體
製
、
!俗
嚮
背
、
仍
更
洗
滌
得
盡
腸
胃
	夙
生
葷
血
脂
膏
、
然
後
此
語
方
有
措
。
如
其
未
然
、
竊
"穢
濁
爲
#、
潤
入
不
得
也
。


世
詩
人
、
只
$不
曾
%得
此
關
、
而
規
規
於

局
、
故
其
就
、
皆
不
滿
人
意
、
無
足
深
論
。
又
曰
、
作
詩
須
從
陶
柳
門
庭
中
來
乃
佳
、
不
如
是
、
無
以
發
蕭
散
冲
澹
之
趣
、
無
由
到
古
人
佳
處
。
又
曰
、
作
詩
不
學
六
&、
又
不
學
李
杜
、
只
學
'嶢
(底
、
便
學
得
十
分
好
後
、
把
作
什
麼
用
。
公
之
論
詩
、
可
謂
本
末
)該
矣
。
公
嘗
題
廣
*子
像
云
、
陳
光
澤
見
示
此
像
、
偶
記
李
太
白
詩
、
云
、
世
+日
交
喪
、
澆
風
變
淳
源
、
不
求
桂
樹
枝
、
反
棲
惡
木
根
、
以
桃
李
樹
、
吐
,竟
不
言
、
大
-有
興
沒
、
群
動
.飛
/、
歸
來
廣
*子
、
去
入
無
窮
門
。
因
寫
以
示
之
。
今
人
0命
作
詩
、
開
口
便
1李
杜
、
以
此
觀
之
、
何
曾
2見
他
3板
耶
。
又
言
、
余
4生
愛
王
5詰
詩
、
云
、
漆
園
非
傲
吏
、
自
缺
經
世
6、
偶
寄
一
7官
、
婆
娑
數
株
樹
。
以
爲
不
可
、
而
舉
以
語
人
、
領
解

少
。
觀
此
、
則
公
之
取
、
8可
見
矣
。
公
嘗
舉
似
作
9句
示
學

云
、
:畝
方
塘
一
鑑
開
、
天
光
雲
影
共
徘
徊
、
問
渠
'得
;如
許
、
爲
有
源
頭
活
水
來
。
蓋
借
物
以
明
+也
。
又
嘗
誦
其
詩
示
學
云
、
孤
燈
耿
<
=、
照
此
一
窗
幽
、
臥
聽
簷
雨
、
浪
浪
殊
未
休
。
曰
、
此
雖
眼
語
、
然
非
心
源
澄
靜
不
能
+。
觀
此
、
則
公
之
作
、
又
可
8見
矣
。」
（
12）
詳
し
く
は
拙
稿
「
朱
子
と
詞
―
乾
+三
年
の
詞
作
を
中
心
に
―
」
（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
七
集
、
二
〇
〇
八
年
十
二
>）
を
參
照
さ
れ
た
い
。
（
13）
「
玉
露
引
先
生
事
、
?
?得
之
傳
聞
	、
未
可
深
信
。
此
詩
係
先
生
少
時
作
、
不
應
自
許
如
此
。
…
…
」
（
14）
「
胡
澹
庵
十
年
貶
@外
、
北
歸
之
日
、
飮
于
湘
潭
胡
氏
園
、
題
詩
云
、
君
恩
許
歸
此
一
醉
、
傍
有
梨
A生
7渦
。
謂
侍
妓
黎
倩
也
。
厥
後
朱
文
公
見
之
、
題
9句
云
、
十
年
B
@一
身
輕
、
歸
對
黎
渦
却
有
、
世
上
無
如
人
欲
險
、
幾
人
到
此
C
4生
。
文
公
D集
載
此
詩
、
但
題
曰
自
E
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
八
集
108
云
。
…
…
乃
知
尤
物
移
人
、
雖
大
智
大
不
能
。
由
是
言
之
、
世
上
無
如
人
欲
險
、
信
哉
。」
（
15）
「
朱
文
公
有
足
疾
、
嘗
有
人
爲
施
鍼
熨
之
、
旋
覺
輕
安
。
公
大
喜
、
厚
謝
之
、
且
以
詩
云
、
幾
載
相
扶
藉

、
一
鍼
	覺
有
奇
功
、
出
門
放
杖
兒
童
笑
、
不
是
從

勃

。
人
得
詩
徑
去
。
未
數
日
、
足
疾
大
作
、
甚
於
未
鍼
時
。
亟
令
人
逐
人
、
已
莫
知
其

矣
。
公
歎
息
曰
、
某
非
欲
罪
之
、
但
欲
索
其
詩
、
其
持
此
他
人
爾
。」
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